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表 1 年齢階級別にみた自動車交通事故･不慮の溺死の死亡率(人口10万人対)一国際比較 (1988年)
総数 io歳1)f1-4F5-14115-24i25-34135-44F45-54I55-64165-74175歳以上
日 本 自 動 車 交 通 事 故ll.0 2.0 3.7 2.3 20.0 6.8 6.2 9.7 12.6 20.6 3
2.1ア メ リ カ 合 衆 国 19.5 5.4 5.7 6.7 38.0 23.5 17.1 15.5 15.3 18.
8 29.2旧 西 ド イ ツ 12.9 1.8 3.6 4.3 26.4 12.6 8.4 9.2 9.2 1
2.8 23.9フ ラ ン ス 18.2 4.0 4.8 4.9 32.6 21.7 15.3 15.4 15.
4 19.7 29.3イ タ リ アングランド.ウェールズ日 本 15.5 1.9 3.0 3.6 22.7 14.1 11.1 14.1 16.8 239 32989 7 26 45 160 87 62 5
8 6.8 9.6
1 2不 慮 の 溺 死2 2 6 13 08 09 l
l.7 2.6 5.2 15.6ア メ リ カ 合 衆 国 1.7 2.3 4.2 1.4 2.3 1.7
1.4 1.0 1.0 1.0 1.9旧 西 ド イ ツ 0.8 0.4 3.8 1.1 0.4 0
.4 0.4 0.8 0.5 0.6 1.4フ ラ ン ス 1.5 1.0 2.3 0.7 1.
2 1.3 1.4 1.7 1.8 1.5 2.7イ タ リ ア 1.1 0.2 0.6 0.8
1.6 1.1 0.8 1.0 1.3 1.2 1.7イングランド.ウェールズ 0.5 0.6 1.1 0.2 0 04 4 03 0 06
3注 1) 0歳の死亡率は出






































る｡ 丸山は未熟児 ･双胎 ･男児 ･非嫡出子 ･施
設外分娩児が各々成熟児 ･単胎 ･女児 ･嫡出子 ･施設
内分娩児に比して,α-indexが小さい
ことを明らかにしている｡ 今回の検討では,敗血症のα-indexは1.57(1989年)で先天異常より
小さく新生児期の疾患であることが統計的に表
せた｡一方,ほとんどの疾患の死亡速度が遅くなっ
ているのに比して,先天異常のα-index
が減少し死亡速度が速くなっていることについ
ては検討できないままに終わった｡このような
用い方は今
京都大学医療技術短期大学部紀要 第12号 1992
な指標であると考える｡
衛生統計情報の提供に御協力いただいた石川県,
新潟県,青森県,高知県および沖縄県の関係者に深
謝致します｡
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